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学 位 論 文 内 容 の 要 旨 
人間の視野内を移動する複数の対象を追い続けることは複数対象追跡(Multiple 
Object Tracking，以下 MOT)と呼ばれる．この MOT は，スポーツ競技など複数の対象
が目まぐるしく動き回る場面で優れたパフォーマンスを発揮するために重要である．し









ポーツ場面における MOT スキル研究に着目し，これまでの先行研究をまとめている． 
第２章では， MOT スキルと関連する要因について，視覚探索，視機能，認知機能か
ら検討した．画面に存在する 8 個の球の中から指定された 4 個を約 10 秒間追跡する
Neuro Tracker 式 MOT 課題(以下，MOT 課題)により MOT を測定し，追跡限界の速度










視時間，選択的注意力，情報処理速度は MOT スキルに影響しなかった． 
第３章では，大学生野球競技者を対象に MOT スキルのトレーニング効果および視覚
探索方略との関連を明らかにした．MOT スキルのトレーニング効果を検討した結果，
大学生スポーツ競技者に 3 週間トレーニングを行ったことで MOT スキルが向上する
ことが明らかとなった．また，トレーニング前後の眼球運動指標について変化量を算出
し，視覚探索方略を検討したところ，MOT スキルと停留点の移動速度の変化量に弱い













MOT 課題実施時の MOT スキル高群と低群の視線の移動距離を比較した結果， MOT
スキル高群の方が視線の移動距離が長い傾向にあった．また，サッカー用 MOT 課題実
















学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 




 以上により, 論文審査及び最終試験の結果に基づき, 審査委員会において慎重に審査
した結果, 本論文が, 博士（学術）の学位に十分値するものであると判断した. 
